知能・機能創成工学専攻 平成３０年度　修士論文提出の手引き

知能・機能創成工学専攻では修士論文に対して多様かつ客観的な評価・指導を行うために，査読者（主査1名および副査2名以上）による査読を義務付けており．査読結果に従って十分な修正がなされた完成度の高い論文のみを受理することとしています．
主査：直接指導を受けている専攻内の教授又は准教授が主査になります．
副査：専攻内の主査と異なる研究室から選ばれた１名と，専攻外から選ばれた1名以上（2名以上の場合は理由を付記すること）が副査になります．修士論文に関して公正かつ専門的な評価・指導が行え，博士号又はそれに代わる資格を持つ方であることが副査の要件です．
主査と相談し，副査となって頂きたい方を選んでください．専攻内については主査と異なる研究室の教職員を3～4名選んでください（選んでいない教職員が副査になることもあります）．専攻外については予めご本人の承諾を得てください．
12/25（火）
論文題目（仮），主査氏名，副査となって頂くことを希望する方のリスト（氏名・所属・連絡先）を，
「修士論文主査副査希望票（学生氏名）」と題した電子メールの本文に記し，AMSアカウントから
MCT-REVIEWERS@ams.eng.osaka-u.ac.jp に送信してください．
決定した副査を1月初旬に通知します．全2回の面談の日時を各査読者のご都合に合わせて決めてください． http://www.ams.eng.osaka-u.ac.jp/internal-j.html の書式に従って論文を作成してください．
2/5（火）よりも前に専攻外の査読者が受け取れるように，論文・査読票を郵送もしくは送信してください．
2/5（火）
12：00までに（締切厳守），論文・査読票を専攻内の査読者の人数分だけ専攻事務に提出するとともに，論文題目を「修士論文題目（氏名）」と題した電子メールの本文に記し，AMSアカウントからMCT-TITLE@ams.eng.osaka-u.ac.jp に送信してください．
各査読者と１回目の面談を行い（面会するのが困難な場合は通信手段を用いてもよい），査読結果とサイン（又は押印）が入った査読票を受け取ってください．
2/13（水）
全副査の査読票のコピーを主査に提出してください．
2/15（金）
修正された論文と修正点が明記された査読票を各査読者に提出してください．
各査読者と2回目の面談を行い（面会の必要が無ければ通信手段を用いてもよい），査読票に再度サイン（又は押印）をもらってください．
2/21（木）
12：00までに（締切厳守），論文1部および全査読者の査読票を専攻事務に提出してください．
2/22（金）
13：30までに（締切厳守），発表概要を専攻事務に提出してください．発表者全員で概要集の製本作業を行います．提出部数や製本作業の日時・場所などの詳細は改めて通知します．
2/27（水）
発表会（U3-211）．※論文・修正・発表の3つの内容を総合的に評価して成績が決まります．
